
平成１７年 夏季一時金

要求・妥結状況調査（最終集計）

福岡県労働政策課では 県内に事業所をおき労働組合のある企業２９３社 従、 （

業員数３００人以上の大手１４６社、３００人未満の中小１４７社）を対象と

して、毎年、夏季一時金の要求・妥結状況調査を実施している。

調査対象企業のうち、回答のあった２１２社について集計を行った結果は次

のとおりである （集計は、平成１７年１２月１９日現在）。

１ 平均要求額

（１）平均要求額は、５９１，２７８円となっている。

（２）要求額が最も高いのは、情報通信業で１，２８０，８３３円、次いで

鉄鋼業で７９９，５０５円、化学・石油業で７５９，６１６円の順とな

っている。

逆に、最も低いのは、飲食店、宿泊業で２３０，１３１円、次いで木

材・家具業で３６２，８０５円、パルプ・紙業で３６６，６２８円の順

となっている。

（３）規模別にみると、大手１１４社の平均要求額は６２９，４５０円とな

っている。一方、中小９８社の平均要求額は５４７，１４２円となって

いる。



２ 平均妥結額

（１）平均妥結額は、５１９，６９１円、２．０１ヵ月分となっている。

前年（平均妥結額４８１，７９２円）と比べると、３７，８９９円上回

っており、増加率７．８７％となっている。

（２）妥結額が最も高いのは、情報通信業で１，２３９，８４３円、次いで

教育、学習支援業で７６５，１４４円、化学・石油業で７３０，４３９

円の順となっている。

逆に、最も低いのは、飲食店、宿泊業で２３６，７３３円、次いで木

材・家具業で２９６，８４３円、パルプ・紙業で３０８，０３７円の順

となっている。

（３）対前年増加率が最も高いのは、鉄鋼業で２７．０７％、次いで一般機

． 、 ． 。械器具業で２４ ５７％ 窯業・土石業２１ ７４％の順となっている

逆に、最も低いのは、飲食店、宿泊業で△１３．０８％、次いで運輸

業で△８．１６％、木材・家具業で△７．８０％の順となっている。

（４）規模別にみると、大手１１４社の平均妥結額は５６２，９１８円

（２．０８ヵ月分）で、前年（平均妥結額５１７，１２６円）を

４５，７９２円上回っている。対前年増加率８．８６％である。

また、中小９８社の平均妥結額は４６９，４０５円（１．９３ヵ月

分）で、前年（平均妥結額４３８，３０４円）を３１，１０１円上回っ

ている。対前年増加率７．１０％である。

平均妥結額を比較すると、大手が中小を上回っており、その差は

９３，５１３円となっている。

（５）地区別にみると、妥結額は高い方から北九州、筑後、福岡、筑豊の順

となっている。

大手では北九州、筑後、福岡、筑豊の順となっているが、中小では福

岡、筑後、北九州、筑豊の順となっている。


